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Introduction to Segments

貴金属事業

Ｅスクラップ

パソコン、スマホや家電製品に
使われている電子基板には、金・
銀・パラジウムなどが含まれて
います。わたしたちは、使用済み
の製品に含まれる電子基板や製
造工程で排出される端材を回収
し、粉砕・選別などのプロセスを
経て、貴金属リサイクルを行っ
ています。精確なサンプリング・
高度な分析技術も強みです。

パラジウム銀金

プラチナ パラジウム銀金

パラジウム銀金

ロジウムプラチナパラジウム

プラチナ パラジウム銀金

プラチナ パラジウム銀金

デンタル

歯の治療にて使用されるクラウ
ンやインレ ー などの 補 綴 物 は
金・銀・パラジウム合金が主流で
すが、種類によりそれぞれの貴
金属の含有率は異なります。そ
れらを歯科医院や歯科技工所な
どのお客さまからお預かりし、リ
サイクルを行っています。回収・
分析・報告まで一元管理する独
自のシステムで、高い価値還元
を実現しています。

表面処理

貴金属メッキによる表面処理は
耐食性や電気伝導性に優れてい
るため、工業分野から装飾分野
にいたるまでさまざまな場面で
行われています。わたしたちは、
独自に開発した電解式貴金属回
収装置を活用して、メッキ液等
に残る貴金属を回収し、再資源
化しています。お客さまのご要
望によって貴金属化成品として
の返却も行っています。

精密洗浄

電子部品や半導体の製造プロセ
スで使用される装置はその各部
品を定期的に精密洗浄すること
で品質の確保に努めています。
わたしたちは、お客さまからそ
れらの部品をお預かりし、部品
に付着した貴金属の剥離・回収
を行っています。回収された貴
金属は材料としての返却も行っ
ています。

宝飾

不要となった貴金属ジュエリー
や装飾品、製造過程のあらゆる
工程で発生する貴金属の加工く
ずを、買取業者や製造・加工業
者より回収しリサイクルを行っ
ています。精 確な分 析に加え、
品質の高い貴金属製品を提供し
ています。製造・加工業者のお
客さまへは原材料としての返却
も行っています。

自動車には排気ガス中の有害物
を無害化するために触媒が取り
付けられており、これら触媒に
はパラジウムやプラチナなどの
貴金属が使用されています。わ
たしたちは独自の技術により、
自動車触媒、化学触媒などから
の貴金属やレアメタルのリサイ
クルに取り組んでいます。

触媒
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わたしたちは、さまざまな分野から発生する貴金属含有スクラップを回収し、リサイクルしています。

金・銀・プラチナ・パラジウムなどを、現代のモノづくりに欠かせない

貴金属製品として再生することにより、資源の有効活用と産業の発展に貢献しています。

デンタル（歯科医院／歯科技工所）

撤去冠・加工くず

Eスクラップ
（メーカー／解体業者／流通業者）
廃電子基板・工程端材

表面処理（メーカー）

メッキ液

触媒（解体業者／流通業者）

未使用触媒・廃触媒

宝飾（買取業者／製造業／流通業者）

宝飾品・加工くず

販		売貴金属市場
商社

メーカー等

返		却

検

品

前

処

理

分

析

分
離	

・
抽
出

溶
錬
・
成
型
加
工

製

品

化

回		収

分析報告（貴金属量分析）

取
引
先（
回
収
先
）

取
引
先（
販
売
先
）

精密洗浄（メーカー）

電子・半導体製造装置部品等

貴金属の回収・リサイクルのフロー
回収先の事業フィールドにより異なる性状や混合物を伴ったリサイクル原料に対して、最も効率的な回収を可能とする貴金
属の回収専用工場を日本ならびにアジアで展開しています。また、貴金属・レアメタルの種類に応じた最適な方法で効率よく
精製する設備をフル活用し、お客さまのニーズに的確に応えています。

市場の状況
地政学的リスク、資源高、インフレ懸念等
が顕在化する中、貴金属リサイクルに対す
る期待は一層高まっています。また「人・社
会・環境にやさしい貴金属」に対する関心も
高まっています。リサイクルという性質上、
回収する業界の生産動向等の影響を受け
ますが、当社においては宝飾やエレクトロ
ニクス分野からの回収が増加傾向です。

貴金属リサイクル事業の主な収益要素
安定的な精錬手数料と収率差異（フリーメタル）による収益から構成されます。

分類 区分 収益影響

貴金属リサイクル

精錬手数料
● 回収量が増えれば精錬手数料は増加する。
● 精錬手数料の単価は前処理が難しいものほど高くなるため、
　難処理物の回収割合が高くなれば平均単価は高くなる。

収率差異
（実収率と契約収率との
差異＝フリーメタル）

● 技術力向上、工程改善により、実収率が上がればフリーメタルが増加する。
● 相場が上昇すればフリーメタルによる収益が増加する。

 計画
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顧客

④製品化

金融機関

①原材料

⑤返済

③前渡し ②借入

韓国アサヒプリテック
設　　立 ： 2006年
所  在  地 ： 韓国忠州（チュンジュ）市
従  業  員 ： 32名
事業内容 ： デンタル材料、エレクトロニクス
　　　　　分野からの貴金属リサイクル

Asahi Refining Canada
設　　立 ： 2015年
所  在  地 ： カナダ・オンタリオ州
従  業  員 ： 111名
事業内容 ： 金・銀の精錬

ASAHI G&S SDN. BHD.
設　　立 ： 1994年
所  在  地 ： マレーシア・ペナン州
従  業  員 ： 8名
事業内容 ： 電子材料、宝飾分野
　　　　　からの貴金属リサイクル

Asahi Refining Florida
設　　立 ： 2019年
所  在  地 ： 米国・フロリダ州
従  業  員 ： 77名
事業内容 ： 金・銀製品加工

Asahi Refining USA
設　　立 ： 2015年
所  在  地 ： 米国・ユタ州
従  業  員 ： 131名
事業内容 ： 金・銀の精錬

アサヒメタルファイン
創　　業 ： 1952年
設　　立 ： 2023年
所  在  地 ： 東京都千代田区
従  業  員 ： 69名

アサヒプリテック
創　　業 ： 1952年
設　　立 ： 2023年
所  在  地 ： 東京都千代田区
従  業  員 ： 452名

ジャパンウェイスト
創　　業 ： 1952年
設　　立 ： 1964年
所  在  地 ： 東京都中央区
従  業  員 ： 426名
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事業紹介 Prec ious Metals貴金属事業

（2023年4月1日現在）

グローバル展開
わたしたちは、貴金属事業において、1994年からアジア拠点展開を進めています。デンタル業界やエレクトロニクス業界を
中心とした貴金属リサイクル事業を、日本で培った技術と現地の市場特性に合わせたビジネスモデルにより展開し、拡大さ
せてきました。さらに、2015年3月にAsahi Refining（北米精錬事業）がグループに参加したことで、事業エリアを北米にも
拡大しています。

北米精錬事業
北米では、主に鉱山会社から入荷される金・銀の原材料の精錬を行い、精錬規模は世界トップクラスを誇ります。また、精錬
事業をプラットフォームとした新たなサービスの開発にも努め、金融サービスや付加価値の高い製品などでお客さまの多様
なニーズに応えています。

北米精錬事業の主な収益要素
安定的な精錬手数料に加え、金融収益や加工製品収益など、精錬事業をプラットフォームとした付帯事業の拡大を進めています。

北米金融サービスの代表例
前渡し取引

● 原材料入荷から製品返却までの納期を
　短縮して製品を返却する「前渡し」を提供

● 契約納期前の製品返却に応じることで、
　顧客から「前渡し日数分の金利」を得る

● 原材料を受領してから前渡しを行うため、
　貸倒リスクはない

精錬事業

ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム グリーン

ゴールド

金融
サービス

ミント製品

コイン・小型バーなどの
ミント製品や、リサイクル
由来の原料から生産す
るグリーンゴールドな
ど、付加価値の高い製品
供給に注力しています。

通常、原材料入荷から製
品返却まで約1週間かか
るところ、納期を短縮し
て製品を返却する「前渡
し取引」を行っています。
また、世界トップクラス
の精錬工場にて貴金属
製品を大量かつ安定的
に生産できる当社の強み
を活用して、お客さまの
さまざまな資金調達ニー
ズに対応しています。

顧
客 

（
鉱
山
会
社
等
）

原
材
料
入
荷

製
品
返
却

製品返却

分類 区分 収益影響

精錬事業

精錬手数料
● 原材料（ドーレ）の入荷量が増えれば手数料は増加する。
● 長期契約のため手数料単価は短期的には変動しない。

収率差異（実収率と契約収率と
の差異＝フリーメタル）

● 技術力向上、工程改善により、実収率が上がればフリーメタルが増加する。
● 相場が上昇すればフリーメタルによる収益が増加する。

付帯事業

金融収益（前渡し取引等）
● 鉱山会社との間の契約で前渡し金利の利率が改善すれば収益は増加する。
● 前渡しの期間が長くなれば収益は増加する。
● メタル調達コストが下がれば金利スプレッドが拡大し、金融収益は増加する。

加工製品収益（ミント製品等）
● 加工製品に対するマーケットの需要が高まれば、収益は増加する。
● 当社加工製品のブランド価値が高まれば、収益は増加する。

Introduction to Segments

27

貴
金
属
事
業

ARE HOLDINGS26 INTEGRATED REPORT 2023



事
業
紹
介

研究開発体制 強みと想定されるリスクへの対応

事業を通じた社会的課題の解決

独自の研究開発を追求する

「テクノセンター」
「貴金属のリサイクル」と「産業廃棄物の無害化・再
資源化」に向けて、独自の研究開発と分析技術開発
を進めています。その中枢が神戸ハイテクパーク内
にある「テクノセンター」です。品質向上と技術革新
を通じて社会にさらなる貢献をしていきます。

研究開発

エンジニアリング

分析

常にニーズを先取りし、新技術の開発と蓄積された要素技術の応用を通じて、新製品、新
事業の創生に努めています。

●貴金属・レアメタルの分離・精製技術　●環境保全・再資源化技術
●貴金属成形加工技術

最先端技術を駆使し、各分野のエキスパートが、国内外の拠点における各設備の設計・
製作・施工・メンテナンスなどを行い、設備の安全かつ安定的な操業の支援をしています。

●設備および建屋の設計・製作・施工・管理　●既存設備の維持管理・メンテナンス　
●顧客先への貴金属回収設備設置・維持管理　●設備のIoT･ロボティクス化支援

当社グループの分析機能の中枢として、最新分析機器と高度な分析技術で多岐にわたる企業
活動を支援しています。また、お客さまの信頼を確実に保持し、高める役割を担っています。

●新規分析技術の開発　●各工場・営業所分析グループの技術指導　
●貴金属製品の品質分析　●工場排水などの環境分析　●環境計量証明事業

リサイクル原料処理に有効な湿式貴金属精製技術に加え、北米で実施しているプライマリー原料
処理に有効な乾式貴金属精製技術の開発を行っています。湿式・乾式の両精製技術を進化・融合
させることによって、あらゆる原料に対応できる効果的な貴金属精製技術を確立しています。

お客さまとの取引を正確かつ迅速に行うことを目的として、X線や誘導結合プラズマ（ICP）発光
を用いた分析技術を開発しています。Asahi Refiningも含めた貴金属分析の高度化を図っ
ています。

電子部品や半導体の製造で使用する部材・治具などの表面に付着した貴金属を回収するため
に、部材・治具を損傷することなく、安全かつ確実に貴金属を化学剥離および物理剥離する技
術を開発しています。

精製技術

分析技術

剥離技術

貴金属事業を
取り巻く社会的課題

●貴金属資源の枯渇
●採掘時の環境破壊
●採掘に関わる人権問題、労働問題
●マネーロンダリング、テロ資金供与リスク
　　　　　　　　　　　　　　　　　 など

SDGs貢献

貴金属リサイクルにより消費を生産に変
換し、廃棄物ではなく貴金属資源に再生

高効率・高品質な貴金属リサイクル技術
のさらなる向上を通して、産業の持続可
能性向上に貢献

採掘を伴わない貴金属リサイクルを拡
大することにより、陸上生態系、森林など
の陸上資源の保全に貢献

責任ある貴金属管理と透明性の高い調
達により、平和で包摂的な社会を促進

有害物質流出を伴わない貴金属リサイクルで水利用の持続可能性に貢献

CO2排出の少ないリサイクル資源の供給で気候変動防止に寄与

紛争地域等の高リスク地域における人権侵害や児童労働等の根絶に寄与

他社との協業により高いサステナビリティに貢献

Introduction to Segments事業紹介 Prec ious Metals貴金属事業

強み リスクへの対応

貴金属リサイクル

①回収物中の貴金属含有量の分析力
② 全国に配置され、顧客密着型でIT

を活用した約200名の営業力
③人権や環境に配慮した原材料の調

達と、加工・流通過程のトレーサビリ
ティ管理

①成長市場、新分野への資源投入
②市場が縮小傾向にある分野においては独自システムを

活用したシェアアップ
③生産効率の改善を通じた競争力の強化
④グリーンゴールドの販売強化 

北米精錬

①北米最大のリファイナリーとしての精
錬プラットフォーム

②顧客である鉱山会社に近いロケー
ション

③当社グループの信用力、資金調達力

①精錬プラットフォームを土台とした付加価値サービスの
拡大

②グローバルなサプライチェーンへの依存の回避
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ご相談

環境保全事業のビジネスモデル
さまざまな産業廃棄物のうち、難処理物を対象とした無害化等の適正処理および再資源化を実施しています。また、積み重
ねたビジネスモデルをもとにしたコンサルティング営業を日本全国で展開しています。

廃試薬

教育機関や研究施設などで不要となっ
た薬品を回収しています。薬品は回収容
器が適正であることを確認しながら1本
ずつ梱包します。ラベルが読めないなど
の内容不明物は分析を行い、処理方法
を確定させてから適正処理を行ってい
ます。処理の難しい少量多品種な廃棄
物にも対応しています。

廃油・汚泥

工場などから出る廃油は分析結果をも
とに最適な混合・成分調整を行い、代替
燃料としてリサイクルしています。また、
汚泥は成分や水分を調整し混練するこ
とでセメント原料としてリサイクルして
います。マテリアルリサイクル品として
の品質維持管理にも努めています。

医療廃棄物

医療機関等から排出される感染性廃棄
物などを回収しています。回収した医療
廃棄物は自社工場にて焼却処分をし、処
理後の残渣物は管理型埋立場にて最終
処分されます。

収集運搬から処分までお客さまのニーズに合わせた
幅広いソリューションを提供

廃液・廃油・汚泥、廃試薬、
医療廃棄物、廃耐火レンガなど

適正処理のための最適な運搬・
処分方法のご提案

コンサルティング収集運搬・適正処理

廃酸・廃アルカリ・汚泥（無機・有機）

廃酸・廃アルカリ・汚泥は、広範な業種
から発生し、性状も無機・有機と多様で
す。バキューム車で回収された廃液は、
中和・脱水工程を経たあと、生物処理さ
れ下水に放流されます。残渣の汚泥は
精錬原料、堆肥原料等にも再資源化さ
れます。 

廃耐火レンガ塗膜くず

ガラスの製造炉や窯、焼却炉などには耐
火物としてレンガが使用されています。
そのような設備の解体や定期修繕工事
の際に発生する廃耐火レンガを回収し、
精緻な分別を行っています。リサイクル
可能なものは路盤材や耐火レンガとして
再利用されています。

橋梁の補修工事では塗装の塗替え工事
を実施します。塗替え工事の際に剥離し
た古い塗膜には錆び止め成分として鉛
を含んでいるものがあります。この古い
塗膜を回収し、コンクリート固型化処理
を行うことで、適切かつ安全に処分して
います。
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お取引先
（工場、研究所、病院、官公庁、大学・高校など）

環境保全事業

グループ各社が、長年それぞれの分野で培ってきた独自の技術を通じた各種廃棄物の

無害化や適正処理を行うことで、お客さまの多様なニーズにお応えしています。

わたしたちは廃棄物処理のエキスパートとして、

持続可能な社会の実現・地球環境問題の解決に貢献します。

Introduction to Segments

市場の状況
産業廃棄物の排出量は近年概ね横ばいの
状態が続いています。市場規模は５兆円と
も言われていますが、業界大手であっても
シェアは高くなく、沢山の企業がひしめき
あっていることが特徴です。社会全体のカ
ーボンニュートラルに向けた動きやデジタ
ルトランスフォーメーションの伸展により、
ビジネスの変化が期待されています。

事
業
紹
介
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新門司工場・ひびき工場
●多様な廃棄物の焼却処理
●汚泥のリサイクル
●廃プラスチックの破砕

グループネットワーク
産業廃棄物・特別管理産業廃棄物のほとんどの品目について収集運搬および中間処理の許可を取得し、適正かつ迅速に処
理できる体制を構築しています。さらに、各種廃棄物の卓越した無害化処理技術によって、環境分野における最適なソリュー
ションを提供します。

事
業
紹
介

ジャパンウェイスト横浜工場　廃油リサイクル設備

ジャパンウェイスト新門司工場　焼却設備

当社グループの取得ライセンス （2023年4月1日現在）

産業廃棄物収集運搬業許可 すべての都道府県および9政令市・中核市

産業廃棄物処分業許可 9道県5政令市・中核市

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可 すべての都道府県および9政令市・中核市

特別管理産業廃棄物処分業許可 8道県5政令市・中核市

一般廃棄物 北九州市・鹿児島市

川口工場
●無機廃液の中和・脱水処理

茨城工場
●有機系の汚泥・動植物性残渣の

発酵堆肥化

伊集院工場
谷山臨海工場
●多様な廃棄物の焼却処理
●廃液の無害化処理

神戸工場
●廃液・汚泥の無害化処理
●廃油の油水分離処理

富士炉材
●ガラス製造炉・

ごみ焼却炉などの
解体および
定期修繕工事

戸塚工場
●有機廃液の中和・脱水処理

寒川工場
●燃え殻・ばい塵や汚泥などの

コンクリート固型化処理

横浜工場
●廃油のリサイクル

（2023年8月1日現在）

■産業廃棄物
廃酸、廃アルカリ、廃油、汚泥、
廃プラスチックなど18種類

■特別管理産業廃棄物
特定有害物質を含む廃酸、廃ア
ルカリ、廃油、汚泥、感染性廃
棄物など17種類

■中和
■焼却
■凝集沈殿
■脱水
■シアン分解
■油水分離
■中和・混合
■混練
■コンクリート固型化
■発酵堆肥化
■分級
■切断
■圧縮

収	集	運	搬 中	間	処	理 リサイクル

埋　立

産業廃棄物

ご相談
排出事業者

当社グループ 工場

当社グループ 工場

パートナー 工場

当社グループ
営業担当

パートナー

ワンストップ

収集運搬 処分

手配

ワンストップ・ソリューションの提供
当社グループでは、産業廃棄物に関するご相談をすべてワンストップで対応しています。グループネットワークを活かした豊
富な営業人材、全国を網羅するライセンス、多種多様な品目の取り扱いによって、収集運搬から処分までお客さまのニーズ
に合わせ幅広いソリューションを提供しています。

廃棄物リサイクルの工程

事業紹介 Environmental Preservation環境保全事業 Introduction to Segments
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事
業
紹
介

廃棄物発電の導入
廃棄物発電とは、廃棄物を焼却する際に発生する熱を利用して高温・高圧の蒸気を作りタービンを回す発電方式です。単な
る焼却ではなく、廃棄物を原料にして電力を作ることで、発電量に相当するCO2を削減することができます。当社グループで
は北九州市に廃棄物発電施設を建設しましたが、建設資金の一部は環境改善効果のある事業に使途が限定されるグリーン
ボンドの発行でまかなわれています。当グリーンボンドの適格性については、第三者評価として、株式会社格付投資情報セン
ター（R&I）から、R&Iグリーンボンドアセスメントにおいて最上位評価である「GA1」本評価を取得しております。当社は引き
続き脱炭素社会への移行（トランジション）期における廃棄物の適正処理とCO2削減に取り組んでまいります。

環境保全事業領域のデジタルトランスフォーメーション
当社グループは、業界をリードしてきた経験を活かし、産業廃棄物業界の課題解決に向けたデジタルプラットフォームを提
供していきます。各事業者の産業廃棄物の排出から処理までの作業をデジタル技術で効率化し、電子マニフェストをもとに
した無駄のない業務連携を実現します。デジタルプラットフォームを通じて業務や業務連携の効率化と廃棄物の適切な管理
をより簡単にすることで持続可能な社会づくりに貢献します。

ごみピット
廃棄物

ごみクレーン

タービン

発電機

煙突排ガス処理設備

発電

焼却灰

ボイラー

事業を通じた社会的課題の解決

環境保全事業を
取り巻く社会的課題

●有害廃棄物による汚染
●陸上・海洋の生態系への影響
●水資源の汚染　　　　  など

SDGs貢献

廃棄物のリサイクルや無害化処理を通
じて、持続可能な社会を実現

廃酸や廃アルカリなどの無害化処理に
よって、水資源の持続可能性を確保

廃液や廃プラスチックなどを適正処理す
ることにより海洋汚染を防止

廃棄物の無害化処理による陸上環境の
汚染防止、リサイクル推進による最終処
分場の延命に貢献

各種廃棄物のさらなる資源利用効率向
上の観点から技術革新を推進し、地球の
持続可能性向上に貢献

廃棄物の適正管理を通じて、持続可能な
都市および人間居住を実現

廃棄物発電導入等のCO2削減推進により、気候変動防止に寄与

他社との協業により高いサステナビリティに貢献

強みと想定されるリスクへの対応

DXEプラットフォーム全体像

CO2排出量計算サービス※ ※CO2排出量計算は検討中です。

● 回収依頼
● マニフェスト管理

● 受注登録 ● 引取依頼 ● 搬入連絡
● JWNET連携
  （代行起票／運搬報告／区間2運搬報告）
● マニフェスト管理 

● 搬入登録 ● 搬入承諾
● JWNET連携
  （処分報告／二次マニフェスト起票）
● マニフェスト管理 

一次マニフェスト／二次マニフェスト起票

JWNET
JWNETは、公益財団法人 日
本産業廃棄物処理振興セン
ターが運営する電子マニフェ
ストシステムの愛称です。紙
マニフェストの代わりにマニ
フェスト情報を電子化し、イ
ンターネット上で、登録や報
告を行います。

排出事業者

オプションサービス 電子契約

売上請求管理機能

配車計画・ドライバー連携機能

収運業者 収運・処分業者

回収管理 受注管理 搬入管理
ワンストップワークフロー

Introduction to Segments事業紹介 Environmental Preservation環境保全事業

強み リスクへの対応

①全国規模のネットワーク（全国47都道府県での産業廃棄物
の収集・運搬の許可を保有）

②あらゆる廃棄物処理のノウハウを有した約150名の営業員
を全国に配置

③自社施設及びパートナーを活用した廃棄物のワンストップ・
ソリューションの提供

④内容物が不明な薬品など、処理難易度の高い廃棄物にも対
応可能な技術力

①需要が集中する関東圏において大型処理施設建設な
ど自社処理施設の更なる拡充

②豊富な知識・経験・ネットワークを活用したコンサルティ
ング型営業の拡大

③脱炭素社会への変化を機動的に取り込み、廃棄物処
理分野におけるDX事業のさらなる拡大 
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貴金属リサイクルの拡大１

目標

限られた地球資源をより一層有効に活
用するために、貴金属リサイクルをグ
ローバルに拡大・推進します。

人・社会・環境にやさしい貴金属供給2
紛争鉱物を含まない原材料や貴金属含
有スクラップから生産される人権や環境
に配慮した貴金属製品の供給を拡大し、
責任ある貴金属管理を推進します。

産業廃棄物の適正処理拡大3
廃棄物処理のエキスパートとして廃棄
物の適正処理拡大に努め、持続可能な
循環型社会の実現に取り組みます。

CO2排出量の削減4
各拠点での省エネ活動や次世代カーへ
の切り替え、CO2低排出電力プランへの
切り替え等を通じて、グループ全体でCO2
排出量の削減に取り組みます。

ワークライフバランスとダイバーシティの基盤充実5
働き方改革・健康経営・ダイバーシティ
推進等により、多様な人材が活躍できる
基盤を充実させて、働きがいの向上に努
めます。

P38
・

　  P50-51

P38
・

P40

SDGs活動の奨励・支援6
個人・グループによるボランティア活動等、本業以外でSDGsに貢献する
活動を「AREホールディングスSDGs活動」として奨励・支援します。

P52

P39

P39-43

P48-49

貴金属リサイクル量の総量：2030年度　410t（2015年度比 1.5倍）
CO2削減効果　　　　　　：2030年度　146.5万t（2015年度比 1.5倍）

目標 インターバル勤務11時間以上達成率：毎年度　100％
女性従業員における管理職比率　    ：2030年度末までに　男性従業員における管理職比率と同等水準
障がい者雇用率　　　　　　　　   ：2030年度末までに　法定雇用率以上の雇用率を満たす
年次有給休暇取得率　　　　　　   ：2030年度までに70％
男性育児休業取得率　　　　　　   ：50%

目標 産業廃棄物の適正処理量：2030年度　50万t

目標 電力・ガソリンなどエネルギー起源のCO2排出量：2030年度　-50％　

（2015年度比 1.6倍）

（2015年度比）

事
業
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成
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STEP 3

STEP 4

STEP 2

STEP 1

ＡＲＥホールディングスが優先的に取り組むべき課題（SDGs重点テーマ）サステナビリティに関する考え方

A
R
E
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ー
ル
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ス
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AREホールディングスのマテリアリティ

当社グループは、「この手で守る自然と資源」をグループ共通のパーパスとして掲げ、資源の有効利用や広く環境保全に貢献してい
ます。当社の事業活動はサステナビリティ貢献そのものであり、当社の事業成長が、そのまま社会的課題の解決への貢献へとつなが
るとの考えの下、当社が優先的に取り組むべき課題や、テーマ・目標を設定した上で、その達成に向けて積極的に取り組んでいます。

サステナビリティ推進体制

当社グループのサステナビリティは、四半期毎に
開催されるサステナビリティ委員会が推進してい
ます。サステナビリティ委員会は、代表取締役社
長（CEO）、事業会社の社長と、技術部門・管理部
門のトップで構成されていて、CEOが委員長を
務めています。サステナビリティ委員会では、サ
ステナビリティに関する戦略、企画、施策、リスク
管理及びモニタリングについて審議しています。
取締役会に対してはサステナビリティ委員会の
審議事項を四半期毎に報告するとともに、重要
事項を取締役会で決議することでガバナンスを
効かせています。

マテリアリティ特定プロセス

SDGs検討の開始 部門横断の「SDGs推進チーム」（当時）を編成し、SDGsの理解・検討を開始

重点テーマ・KPI案の検討 重要度の高いものについて各部門責任者と協議を実施し、2030年までの重
点テーマとKPI案を作成しました。

SDGs重点テーマの決定 取締役全員で重点テーマとKPIについてディスカッションを行い、当社グル
ープが取り組むべき課題を決定しました。

事業とSDGsの関連性確認
貴金属事業、環境保全事業といった資源の有効活用や環境負荷を軽減す
る、当社の事業活動そのものが持続可能な社会の実現（サステナビリティ）
に貢献するという考えのもと、各事業とSDGsの17のゴール、169のテー
マとの関連を網羅的に確認し、リスクと機会の両面で整理しました。

サステナビリティ委員会

サステナビリティ委員会事務局
  企画部

グループリスク
管理部門

ダイバーシティ＆
インクルージョン分科会 気候変動分科会

取締役会

国内連結子会社 海外連結子会社各部門

報告

監督／指示報告／付議

委員長：CEO
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